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1　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

　ご説明事項

1. 米山海岸付近の段丘面高度と断層活動との関係について

　　 以下の指摘事項（主旨を記載）に対する回答；

 米山海岸付近の段丘面（MⅠ面）の高度は50m程度であり，その隆起のメカニズ

ムを説明すること（第16回，８月26日）

 米山海岸付近の段丘面高度分布は南西側が若干高くなっていることから，その原

因について検討すること（第19回 ，10月9日）

 高田平野東縁断層の活動を考慮する場合は，以下の点を検討すること（第21回，

11月6日）

 高田平野東縁断層の北端については，既存のボーリングデータ等に基づき，

その妥当性について再検討するとともに，基準地震動Ssを上回らないか確

認すること

 高田平野東縁断層の活動を考慮した場合の高田平野側の段丘面高度について

説明すること

2. 渋海川沿いの段丘面の傾斜について

　　 第19回 （10月9日）・第21回（11月6日）における指摘事項に対する回答；

 渋海川沿いの段丘面は傾斜しており，片貝・真人背斜の活動による可能性がある

ことから，その原因について検討すること
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1. 米山海岸付近の段丘面高度と断層活動との関係について

2. 渋海川沿いの段丘面の傾斜について

＜概要＞
　米山海岸付近の段丘面の高度が約50m程度であること，南西側が相対的に
高いことについて，くいちがい弾性論に基づき活断層・活褶曲の活動による地
殻変動の寄与について検討した
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敷地周辺におけるMIS5eの段丘面高度分布

柏崎刈羽
原子力発電所

椎谷
弥彦山

角田山

米山

米山海岸

高田平野

柏崎平野

拡大

間瀬

 敷地周辺におけるMIS5e段丘面は標高30m～50m程度に分布している

 高田平野及び柏崎平野におけるMIS5e段丘面は標高30m～35m程度に分布しており，海岸線付近の標
高40m～50mと比較して若干低い傾向を示す
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米山海岸付近におけるMIS5eの段丘面高度分布

 米山海岸付近におけるMIS5eの段丘面高度分布は南西側が若干高くなる傾向があり，前回報告したくいち
がい弾性論による地殻変動では，この傾向を十分に説明できていない（第19回合同WGでの指摘事項）

※1947年・1965年米軍撮影の4万分の1　及び1964年・1967年国土地理院撮影　の2万分の1の空中写真より判読
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米山海岸周辺の主な活断層

 米山海岸付近を隆起させる可能性がある主な
活断層として，米山海岸を中心に
［海域］北方向　；Ｆ－Ｂ断層（褶曲群）
　　　　西方向　；Ｆ－Ｄ断層（褶曲群）
　　　　南西方向；高田沖断層（褶曲群）
［陸域］北東方向；気比ノ宮断層
　　　　東方向　；片貝断層
　　　　南東方向；十日町盆地西縁断層
　　　　南西方向；高田平野東縁断層
等が分布する

米山海岸
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文献による高田平野東縁断層北部

 都市圏活断層図「高田」（2002）によると，
高田平野東縁断層は「活断層のうち，活動の痕
跡が侵食や人工的な要因等によって改変されて
いるために，その位置が明確には特定できない
もの」として示されている

 活断層データベースによると，高田平野東縁断
層は，東傾斜（傾斜角45°）の逆断層とされて
いる

高
田
平
野
東
縁
断
層

凡　例
拡大範囲

20万分の1図幅「高田」に加筆

5万分の1図幅「柿崎」(1996）に加筆
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高田平野東縁断層北部の空中写真判読結果

 高田平野東縁断層北部について空中写真判読等を実施し，北端の位置について検討した

 空中写真判読結果によると，都市圏活断層図「高田」（2002）等が示す高田平野東縁断層北部に分

布するMⅠ面及びMⅡ面は，下図の赤破線付近を境に東西に傾斜してドーム状をなしていることから，

同断層の上記MⅡ面の西側（平野側）への延長が示唆される

高
田
平
野
東
縁
断
層

空中写真判読図

変動地形は
認められない

段丘面の年代認定に関する補足説明：

 高田平野周辺の海成段丘面（平山面）につ
いては，構成層最上部に花房軽石（HB）が
堆積し，古町軽石（FR）が平山面を覆って
いる（早津ほか,1982）

 新編火山灰アトラス（2003）では，FRは，
立山D（Tt-D，12～13万年前）に対比さ
れ，その直下には妙高花房（My-Hb，13
万年前）が確認される

 以上より，MⅠ面と区分される

5万分の1図幅「柿崎」（1996）に加筆

南米山－1

基礎試錐
頸城

赤破線付近を境に，
ＭⅠ面及びＭⅡ面は東
西に傾斜する

ＭⅡ面の西
側（平野側）
への延長が
示唆される
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高田平野東縁断層北部の地質構造

 5万分の1地質図幅「柿崎地域の地質」（1996）
によると，当該地域の地質構造図及び基礎試錐「高
田平野」～基礎試錐「頸城」～「南米山－1」～基
礎試錐「新米山」間の地質断面図が示されている

5万分の1図幅「柿崎」(1996）に加筆

南米山－1

基礎試錐
頸城

基礎試錐
高田平野

A

B

C基礎試錐
新米山

高
田
平
野
東
縁
断
層
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「南米山－1」
「新米山」

「頸城」

高田平野東縁断層北部の地質構造

A－B断面には高田平野東縁断層
と同じ東傾斜の逆断層は示されて
いないこと，上記中位段丘面に変
動地形が認めれないことから，断
層延長部がA-B断面と交差する付
近を北限と考える

→　高田平野東縁断層の長さを約
　　28km（文献では約26km）
　　と評価

5万分の1図幅「柿崎」
（1996）説明書に加筆

北方延長
（推定）

基礎試錐
高田平野

基礎試錐
頸城 南米山－1

基礎試錐
新米山

「高田平野」

青破線の矢印方向へ
の延長を想定する場
合，南米山－1付近
において東傾斜の逆
断層が示されている
→　次頁で考察

傾動が認められるMⅠ面等の
北側の中位段丘面には，変動
地形は認められない

B

C

A
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高田平野東縁断層北部の空中写真判読結果

高
田
平
野
東
縁
断
層

空中写真判読図
 高田平野東縁断層の延長がMⅠ面の東側に位置する

と想定する場合，南米山－1付近に分布する中位段
丘面等に変動地形の可能性の地形は認められない

 また，東傾斜逆断層の高田平野東縁断層が，南米山
－1の方向に延長すると想定する場合，中位段丘面
の傾動（左図の矢印）を説明できないことからも，
高田平野東縁断層は，同段丘面の西側へ延長すると
考えられる

南米山－1

変動地形は
認められない

5万分の1図幅「柿崎」(1996）に加筆

基礎試錐
頸城
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くいちがい弾性論による地殻変動の計算条件

 基準地震動策定に用いた断層モデル（強震動モデル）は，エネルギーを発する断層面を地震発生層内に

設定しているため，必ずしも地表付近の地殻変動を適切に表現できるものではない

 地質調査結果を踏まえて断層の長さを設定し，反射法地震探査結果等において確認された断層変位は地

表付近まで及んでいることから，断層面を地表付近まで延長したモデル（地殻変動モデル）を用いた

 本検討では， Wang et al.（2003）に基づく多層モデルを用いて，隆起・沈降の傾向をみるためにす

べり量は１ｍとした

 本検討では，米山海岸付近の段丘面の隆起及び南西側が相対的に高い傾向に寄与する下表の計算ケース

について，さらに検討を加えた

0～2

０～2

10～20

米山海岸付近

の隆起量

（cm）

高田平野東縁断層 1.0170.14528

1.0170.13555Ｆ－Ｄ断層＋高田沖断層

すべり量
（m）

下端深さ
（km）

上端深さ
（km）

傾斜角
（°）

長さ
（km）

Ｆ－Ｂ断層 1.0170.13527

断層の諸元
計算ケース

（断層名など）
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Ｆ－Ｂ断層による地殻変動（長さ27km）

 Ｆ－Ｂ断層の地殻変動モデルにより地殻変動を計算
した

 断層長さ：27km，深さ：0.1km～17km

 傾斜：35°，すべり量：1m

 米山海岸付近では十数cm程度の隆起傾向を示す

 高田平野付近では米山海岸付近より隆起が小さく
（相対的に低く）なる傾向を示す

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔

米山海岸

柏崎平野

同程度

米山海岸付近より
相対的に低い
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Ｆ－Ｄ断層＋高田沖断層による地殻変動

 Ｆ－Ｄ断層＋高田沖断層の地殻変動モデルにより

地殻変動を計算した

 断層長さ：55km，深さ：0.1km～17km

 傾斜：35°，すべり量：1m

 米山海岸付近では数cm程度の隆起を示し，南西

側の隆起が大きくなる傾向を示す

 高田平野付近では沈降傾向を示す

米山海岸

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔

北東側より
相対的に高い

沈降傾向
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高田平野東縁断層による地殻変動（長さ28km）

 高田平野東縁断層の地殻変動モデルにより地殻変

動を計算した

 断層長さ：28km，深さ：0.1km～17km

 傾斜：45°，すべり量：1m

 米山海岸付近では数cm程度の隆起を示し，南西

側の隆起が大きくなる傾向を示す

 高田平野付近では米山海岸付近より隆起が大きく

（相対的に高く）なる傾向を示す

米山海岸

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔

北東側より
相対的に高い

米山海岸付近より
相対的に高い
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米山海岸付近のMIS5eの段丘面高度分布

柏崎刈羽
原子力発電所

椎谷
弥彦山

角田山

米山

米山海岸

高田平野

柏崎平野

間瀬

 米山海岸付近の段丘面の隆起については，F-B断層（褶曲群）の活動の寄与が大きいと考えられる

 米山海岸付近の段丘面が南西側で相対的に高い傾向については，F-D断層（褶曲群）及び高田沖断層

（褶曲群）の活動，高田平野東縁断層の活動が寄与しているためと考えられる

 また，高田平野東縁部の百木，原之町の段丘面が標高35m程度に分布することについては，Ｆ－Ｂ断

層（褶曲群）からの距離が米山海岸と比較して10km程度離れ，同断層の活動の寄与が小さくなるとと

もに，Ｆ－Ｄ断層（褶曲群）及び高田沖断層（褶曲群）の活動が寄与しているためと考えられる

段丘面は，標高35m
程度に分布

段丘面は，南西側が相対
的に高い傾向にある
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高田平野東縁断層による地震の影響

荒浜側 大湊側

←断層長さ：26km
←断層長さ：28km

←断層長さ：26km
←断層長さ：28km
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まとめ

 耐震設計上考慮しているF－B断層（褶曲群），F－D断層（褶曲群），高田沖

断層（褶曲群）及び長岡平野西縁断層帯を構成する各活断層に加え，高田平野

東縁断層について，くいちがい弾性論により地殻変動を試算した※

 米山海岸付近の段丘面の隆起については，F-B断層の活動の寄与が大きいと考

えられる

 米山海岸付近の段丘面高度が南西側で相対的に高い傾向については，F-D断層

（褶曲群）及び高田沖断層（褶曲群）の活動，高田平野東縁断層の活動が寄与

しているためと考えられる

 なお，高田平野東縁断層の北端については，空中写真判読結果，既存の基礎試

錐データ等に基づき，都市圏活断層図「高田」（2002），活断層データベー

ス等に示される位置よりも北側に延長して評価したが，耐専スペクトルによる

地震動評価において，片貝断層による地震の評価を上回らないことを確認した

　　　※一部の試算結果については，参考として整理
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参考：くいちがい弾性論による地殻変動の計算条件

 基準地震動策定に用いた断層モデル（強震動モデル）は，エネルギーを発する断層面を地震発生層内に

設定しているため，必ずしも地表付近の地殻変動を適切に表現できるものではない

 地質調査結果を踏まえて断層の長さを設定し，反射法地震探査結果等において確認された断層変位は地

表付近まで及んでいることから，断層面を地表付近まで延長したモデル（地殻変動モデル）を用いた

 本検討では， Wang et al.（2003）に基づく多層モデルを用いて，隆起・沈降の傾向をみるためにす

べり量は１ｍとした

 計算ケースは各断層の個別活動に加えて，中越沖地震では柏崎平野～米山海岸付近において沈降が確認

されたことから，国土地理院の計算結果との重ね合わせによる地殻変動の傾向についても検討した

1.0170.13527

1.0170.13536

1.0170.13591

1.0170.13520

Ｆ－Ｂ断層＋中越沖地震

1.0170.15091
長岡平野西縁断層帯

1.0170.14526高田平野東縁断層

1.0170.16033十日町盆地西縁断層

170.125
片貝断層

すべり量(m)下端深さ(km)上端深さ(km)傾斜角(°)長さ(km)

1.050

気比ノ宮断層 1.0170.15025

Ｆ－Ｂ断層 1.0170.13536

断層の諸元
計算ケース（断層名など）
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参考：Ｆ－Ｂ断層による地殻変動（長さ36km）

 Ｆ－Ｂ断層の地殻変動モデルにより地殻変動を計算
した

 断層長さ：36km，深さ：0.1km～17km

 傾斜：35°，すべり量：1m

 柏崎平野付近で十数cm，米山海岸付近で十数cm程
度の隆起傾向を示す

米山海岸

柏崎平野

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔
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参考：気比ノ宮断層による地殻変動

 気比ノ宮断層の地殻変動モデルにより地殻変動を
計算した

 断層長さ：25km，深さ：0.1km～17km

 傾斜：50°，すべり量：1m

 角田山～弥彦山付近では数cm～十数cm，柏崎平
野付近では数cm，米山海岸付近では数cmの隆起
傾向を示す

米山海岸

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔

柏崎平野

角田山

弥彦山



21　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

参考：片貝断層による地殻変動（傾斜角50°）

 片貝断層の地殻変動モデルにより地殻変動を計算

した

 断層長さ：25km，深さ：0.1km～17km

 傾斜：50°，すべり量：1m

 柏崎平野付近では数十cm，米山海岸付近では数

cmの隆起傾向を示す

米山海岸

柏崎平野

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔



22　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

参考：片貝断層による地殻変動（傾斜角35°）

 片貝断層の地殻変動モデルにより地殻変動を計算

した

 断層長さ：20km，深さ：0.1km～17km

 傾斜：35°，すべり量：1m

 柏崎平野付近では数十cm，米山海岸付近では数

cm～十数cmの隆起傾向を示す

米山海岸

柏崎平野

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔



23　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

参考：長岡平野西縁断層帯による地殻変動（傾斜角50°）

 長岡平野西縁断層帯の地殻変動モデルにより地殻変動を
計算した

 断層長さ：91km，深さ：0.1km～17km

 傾斜：50°，すべり量：1m

 角田山～弥彦山付近では数十cm，柏崎平野付近では十数
cm～数十cm，米山海岸付近では数cmの隆起傾向を示す

角田山

弥彦山

米山海岸

柏崎平野

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔



24　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

参考：長岡平野西縁断層帯による地殻変動（傾斜角35°）

角田山

弥彦山

米山海岸

柏崎平野

 長岡平野西縁断層帯の地殻変動モデルにより地殻変動を計算
した

 断層長さ：91km，深さ：0.1km～17km

 傾斜：35°，すべり量：1m

 角田山～弥彦山付近では数十cm，柏崎平野付近では数十cm，
米山海岸付近では数cmの隆起傾向を示す

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔



25　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

参考：十日町盆地西縁断層による地殻変動

 十日町盆地西縁断層の地殻変動モデルにより地殻変動を

計算した

 断層長さ：33km，深さ：0.1km～17km

 傾斜：60°，すべり量：1m

 米山海岸付近では数cmの隆起傾向を示す

米山海岸

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔



26　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

参考：高田平野東縁断層による地殻変動（長さ26km）

 高田平野東縁断層の地殻変動モデルにより地殻変

動を計算した

 断層長さ：26km，深さ：0.1km～17km

 傾斜：45°，すべり量：1m

 米山海岸付近では隆起する傾向は認められない

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔

米山海岸



27　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

参考：中越沖地震＋Ｆ－Ｂ断層（長さ27km）による地殻変動

 国土地理院による中越沖地震の解析結果にＦ－Ｂ断
層（長さ27km）の地殻変動モデルによる計算結果
を加えて地殻変動を計算した

 断層長さ：27km，深さ：0.1km～17km

 傾斜角：35°，すべり量：1m

 米山海岸付近では十数cm程度の隆起傾向を示し，南
西側の隆起が大きくなる傾向を示す

米山海岸

柏崎平野

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔



28　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

参考：中越沖地震＋Ｆ－Ｂ断層（長さ36km）による地殻変動

 国土地理院による中越沖地震の解析結果にＦ－Ｂ断
層（長さ36km）の地殻変動モデルによる計算結果
を加えて地殻変動を計算した

 断層長さ：36km，深さ：0.1km～17km

 傾斜角：35°，すべり量：1m

 米山海岸付近では十数cm程度の隆起傾向を示し，南
西側の隆起が大きくなる傾向を示す

米山海岸

柏崎平野

鉛直変動量：
　赤：隆起，2cm間隔
　青：沈降，2cm間隔



29　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

参考：国土地理院による新潟県中越沖地震の解析結果

 敷地前面の海域は全体的に隆起している

 敷地は0cm～6cm程度，敷地北側の観音岬付近では20cm以上隆起している

 敷地南側～柏崎平野～米山海岸付近にかけては，沈降している

国土地理院HP

■解析に用いた主要な滑り面の概念図

解析結果：国土地理院提供

■解析結果

10cm
20cm

30cm
40cm

50cm

-6cm

鉛直変動量：
隆起―赤 2cm/間隔
沈降－青 2cm/間隔

米山海岸

柏崎平野



30　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

1. 米山海岸付近の段丘面高度と断層活動との関係について

2. 渋海川沿いの段丘面の傾斜について

＜概要＞
　渋海川沿いに分布する段丘面の傾斜について，地形と地質構造との関係，詳
細な段丘面区分を作成することにより，その原因について検討した



31　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

柏崎刈羽
原子力発電所

30km

30km

片
貝
断
層

16km

片貝断層南西側の渋海
川沿いに分布するＭⅡ面，
ＬⅠ面及びＬⅡ面には，
変動地形の可能性を示
唆する地形は認められ
ない

渋海川沿いの変動地形学的調査結果

片
貝
・
真
人
背
斜

信
濃
川

小
千
谷
向
斜

渋
海
川
向
斜

渋
海
川

DEM＋変動地形分布図



32　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

片貝・真人背斜の地質構造

 片貝断層及びその南部における片貝・真人背
斜の地質構造について検討するために，次頁
以降に示す反射法地震探査結果及び地質断面
図の位置は右図のとおり

時水

桜町

上富岡町

来迎寺

渋
海
川

片
貝
断
層

16km



33　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

片貝・真人背斜の地質構造

 片貝・真人背斜は，その軸長が
30kmに達する長大な背斜構造
であり，Pkテフラ（0.85Ma）
以下の地層がほぼ平行の褶曲構
造を示すことから，Pkテフラ
降下期以降に形成されたと考え
られる

（桜町付近）

構造が異なる

 片貝・真人背斜は，B－
B’以北では東翼が急な構

造を示すのに対して，桜
町付近（Ka07-P2測線）
以南では西翼が急な構造
を示す



34　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

片貝・真人背斜の地質構造

 時水付近以南（片貝断層南方延長部）においては，南になるに従い片貝・真人背斜西翼は急な構造を
示し，同背斜東翼の小千谷向斜は緩やかな長波長となる

（時水付近）



35　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

片貝・真人背斜の地形と地質構造との関係

 片貝断層が想定される小千谷市桜町付近以
北の片貝・真人背斜東翼に分布する中位段
丘面等は撓曲変形が明瞭であるが，桜町付
近以南の片貝・真人背斜西翼に分布する中
位段丘面には変形が認められない

 このことから，片貝・真人背斜の成長は，
桜町付近以北では中位段丘面形成以降，現
在も継続していることに対して，桜町付近
以南では中位段丘面形成以前であると考え
られる

A－A’

B－B’

F－F’

MⅠ面

MⅠ面

MⅡ面



36　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

渋海川沿いの地形と地質構造との関係

 渋海川沿いの段丘面区分した地形と地質構造と

の関係を検討するための断面位置は図のとおり

 なお，地形断面はDEM，空中写真判読結果等に

基づき作成した

A
A’

B
B’

C
C’

D
D’

E

A
A’

B
B’

C
C’

D
D’

E E’

E’

渋
海
川
向
斜



37　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

渋海川沿いの段丘面と地質構造との関係（B－B’）

 魚沼層の地質構造は，渋海川向斜の西翼部では東傾斜，東翼部では緩やかな西傾斜を示す。

 渋海川向斜を挟んで，ＬⅠ面に明瞭な高度不連続は認められない

LⅠ面に高度不連続
は認められない

縦横比=1:3

縦横比=1:1

渋海川向斜

西 東



38　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

渋海川沿いの段丘面と地質構造との関係（C－C’）

地形の
傾斜変換点

地層の
傾斜変換点

対応する
構造なし

縦横比=1:3

 魚沼層の地質構造は，渋海川向斜の西翼部では東傾斜，東翼部では緩やかな西傾斜を示し，さらにその
東側で地層の傾斜は大きくなる様子を示す

 渋海川向斜を挟んで，ＬⅠ面に明瞭な高度不連続は認められない

 MⅡ面の傾斜変換点は断面起点から3300m付近にあるが，魚沼層にみられる地層の傾斜変換点は断面起
点から3800m付近にあり，ＭⅡ面の傾斜変換点に対応する構造が認められない

LⅠ面に高度不連続
は認められない

縦横比=1:1

渋海川向斜

西 東



39　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

渋海川沿いの段丘面と地質構造との関係（D－D’）

 魚沼層の地質構造は，渋海川向斜の西翼部では東傾斜，東翼部では緩やかな西傾斜を示し，さらにその
東側で地層の傾斜は大きくなる様子を示す

 魚沼層には，地層の傾斜変換点が断面起点から3300m付近にみられるが，MⅡ面に高度不連続はなく

対応する変形は認められない

地層の
傾斜変換点

地形に高度
不連続はない

縦横比=1:3

縦横比=1:1

対応する
地形なし

渋海川向斜

西 東



40　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

渋海川沿いの段丘面と地質構造との関係（A－A’）

 魚沼層の地質構造は，渋海川向斜の西翼部では東傾斜，東翼部では西傾斜を示す

 魚沼層は褶曲しているが，MⅡ面に対応する変形は認められない

縦横比=1:3

MⅡ面には魚沼層に対応
する変形は認められない

縦横比=1:1

渋海川向斜

西 東



41　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

渋海川沿いの段丘面と地質構造との関係（E－E’）

 魚沼層の地質構造は，渋海川向斜の西翼部では東傾斜，東翼部では西傾斜を示す

 渋海川向斜を挟んで，ＭⅡ，ＬⅠ面に明瞭な高度不連続は認められない

 渋海川向斜東翼部では，魚沼層は西急傾斜を示すのに対して，MⅡ面等に対応する変形は認められない

　 以上から，Ａ－Ａ’断面からＥ－Ｅ’断面において，渋海川沿いに分布する段丘面と地質構造に明瞭な対

応は認められない

段丘面に高度不連続
は認められない

段丘面には魚沼層に対応
する変形は認められない

渋海川向斜

縦横比=1:3

縦横比=1:1

西 東



42　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

段丘面の傾斜の成因

 ＭⅡ面の微地形に関して，詳細な判読を行った。

判読に際しては，面の高度分布，開析の程度，面

上に認められる比高が数ｍの崖地形などに着目し

て，微地形を抽出した

 その結果，ＭⅡ面は，高位から１～６の６面に細

分され，これらの細分した各面は，いずれもほぼ

東西方向の崖で接しており，かつ，渋海川本流に

向って面は傾斜し，分布も広くなる

 このことから，ＭⅡ面は，渋海川本流に向って西

流する支流により形成された扇状地性の段丘面と

判断される



43　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

まとめ

 片貝・真人背斜は，地表地質調査，反射法地震探査等の結果によると，片貝

断層の南端としている小千谷市桜町付近を境にその構造が異なる

 また，片貝・真人背斜は，地質構造と段丘面の変形との関係から，Pkテフラ

降下期（0.85Ma）以降に形成され，桜町付近以北では中位段丘面形成以降，

現在も成長しているが，桜町付近以南の時水や真人町付近では，中位段丘形

面形成以降の活発な活動は認められない

 片貝断層の南西方向の渋海川沿いに分布する段丘面は，魚沼層の構造との対

応が明瞭ではない

 渋海川沿いに分布する中位段丘面について，微地形の詳細な判読を行い細分

した各面は，いずれもほぼ東西方向の崖で接しており，かつ，渋海川本流に

向って面は傾斜し，分布も広くなる

 以上のことから，渋海川沿いの段丘面が傾斜しているのは，渋海川本流に向っ

て西流する支流により形成された扇状地性の段丘面であるためと判断される



44　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社
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